
JUL. / AUG. 2011 No.522　自然保護　38

偏
食
家
の
幼
虫

　

チ
ョ
ウ
の
幼
虫
が
食
べ
る
植
物

を
、
食
草
あ
る
い
は
食
樹
と
い
い
ま

す
。
幼
虫
は
、
食
べ
る
植
物
の
種
類

が
決
ま
っ
て
い
て
、
成
虫
は
そ
の
植

物
に
産
卵
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
そ

の
植
物
を
見
つ
け
れ
ば
、
目
当
て
の

チ
ョ
ウ
と
出
合
う
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
。
仮
に
、
成
虫
が
い
な
く
て

も
、
卵
や
幼
虫
、
蛹
に
出
合
え
る
で

し
ょ
う
。

　

身
近
な
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
を

例
に
挙
げ
て
み
ま
す
。
ア
ゲ
ハ
と
キ

ア
ゲ
ハ
は
一
見
す
る
と
よ
く
似
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ア
ゲ
ハ
の
幼
虫
が

食
べ
る
の
は
、
ミ
カ
ン
な
ど
か
ん
き

つ
類
の
植
物
が
主
で
す
。
キ
ア
ゲ
ハ

の
幼
虫
は
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
セ
リ
科
の

植
物
を
食
べ
ま
す
。
も
し
も
、
ア
ゲ

ハ
の
幼
虫
に
ニ
ン
ジ
ン
の
葉
を
与
え

続
け
た
ら
、餓
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

食
草
や
食
樹
は
、
ど
の
よ
う
に
探

せ
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
は
、

そ
の
植
物
が
生
え
て
い
そ
う
な
場
所

を
探
す
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
ア
ゲ

ハ
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
ミ
カ
ン
畑
で

す
が
、
身
近
に
畑
が
な
け
れ
ば
人
家

や
公
園
の
垣
根
を
探
し
ま
す
。
食
草

の
ひ
と
つ
で
あ
る
ミ
カ
ン
科
の
カ
ラ

タ
チ
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
た
め
で
す
。
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
で

あ
れ
ば
神
社
で
す
。
境
内
な
ど
に
幼

虫
の
食
草
で
あ
る
ク
ス
ノ
キ
が
植
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　

逆
転
の
発
想
で
、
チ
ョ
ウ
を
呼
ぶ

こ
と
も
可
能
で
す
。
筆
者
の
知
人
は

都
心
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
ま

す
が
、
あ
る
日
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ

を
ベ
ラ
ン
ダ
に
置
き
ま
し
た
。
す
る

と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
ル
リ
タ
テ

ハ
（
山
地
に
多
い
）
が
飛
ん
で
き
た

の
で
す
。
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
は
ル
リ

タ
テ
ハ
の
食
草
で
す
。
知
人
は
意
図

し
て
呼
ぼ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
チ
ョ
ウ
が
食
草

や
食
樹
を
か
ぎ
つ
け
る
能
力
の
す
ご

さ
を
、
図
ら
ず
も
示
し
た
例
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、チ
ョ
ウ
の
種
ご
と
に

食
草
や
食
樹
が
あ
る
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
植
物
が
毒
成
分
を
つ
く

り
、チ
ョ
ウ
が
そ
れ
を
食
べ
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
長
い
進
化
の
歴
史
を
反

映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。中
に
は
、ジ
ャ
コ
ウ
ア
ゲ
ハ
の
よ

う
に
、幼
虫
時
代
に
ウ
マ
ノ
ス
ズ
ク

サ（
河
川
敷
に
多
い
）を
食
べ
て
毒
成

分
を
体
内
に
蓄
積
し
、鳥
な
ど
天
敵

か
ら
身
を
守
る
種
も
存
在
し
ま
す
。

　

一
方
、
食
草
や
食
樹
と
は
違
い
ま

す
が
、
チ
ョ
ウ
に
よ
っ
て
は
、
吸
蜜

源
と
し
て
好
み
の
花
が
存
在
し
ま

す
。
ア
オ
ス
ジ
ア
ゲ
ハ
の
ヤ
ブ
ガ
ラ

シ
（
荒
れ
地
に
多
い
つ
る
状
植
物
）、

“
渡
り
蝶
”
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
ヒ
ヨ

ド
リ
バ
ナ
（
林
道
沿
い
に
多
い
）、

黒
い
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ
の
仲
間
の
ツ
ツ

ジ
類
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

チョウに出合いたい。そう思ったとき、花壇や花畑に
足を運ぶのが、普通かもしれません。それも、もち
ろん有効ですが、特定のチョウに出合いたいときは、
そのチョウの幼虫が食べる植物を見つけてみましょう。

宮
みや

沢
ざわ

 輝
てる

夫
お

読売新聞東京本社地方部
昆虫に詳しい自然派記者

チョウの幼虫が
好きな葉は？

　幼虫がスミレを食べるチョウには、ヒョウモンチョウの仲間が多い。若
齢のころは葉の外側をかじっているが、終齢近くになると茎にまで及ぶ。
ツマグロヒョウモンの幼虫（写真A、B）は、スミレの仲間のパンジーなど
の園芸種も食べる。ヒョウモンチョウの仲間は年に一回しか発生しないが、
ツマグロヒョウモンは例外的に年に何度も世代交代をする多化性。オスは
ヒョウモンチョウらしい姿で、後翅が黒く縁取られる。メスは前翅の先端
が黒紫色で、“ツマグロ”の名前の由来となっている。

写真協力：A:池沢隆一／ B,C,F,G,J,O,P:伏島 済／
D,H,I,L:大屋厚夫／ E,M,Q:伊藤信男／ K,N:有田忠弘

ツマグロヒョウモンの幼虫

自然しらべ
対象種

A

B

C

スミレの葉を食べる幼虫

ツマグロヒョウモンの成虫
オス（左）、メス（右）



39　自然保護　JUL. / AUG. 2011 No.522

 

成
虫

 

終
齢
幼
虫

 

サ
ナ
ギ

　庭や畑に植えられるウンシュウミカンやユズなどかんきつ類だけでなく、
落葉高木のカラスザンショウなどもミカン科。葉をちぎると香りがする。食
痕を見つければ、下記の４種のアゲハチョウの仲間の幼虫がいるかもしれ
ない。カラスアゲハやオナガアゲハなどの幼虫もミカン科の葉を食べる。
　いずれの種も、若齢幼虫は鳥のフンのような白黒の模様で、捕食者の

目をだます。終齢になると、鮮やか
な緑色や特徴のある模様が出てく
る。全幼虫期にわたって食樹の葉
の表に台座（糸を吐いて居所を定め
る）でじっとしていることが多い。

自然を守って60年　日本自然保護協会（NACS-J）　会員募集中！
このページは、筆者の方に教育用のコピー配布をご了解いただいております（商用利用不可）。カラーページは、ＮＡＣＳ-Ｊウェブサイトの
http://www.nacsj.or.jp/katsudo/kansatsu/からPDFファイルがダウンロードできます。自然観察会などでご活用ください。

黒色の翅で、後翅に白っぽい
黄色の大きな斑紋がある。こ
れが和名の由来。

背面の湾曲が強く、頭部の２
本の突起は角張り、開く。

背中の２本の帯は黒色、背中
で切れる。

孵化直後のアゲハチョウの仲間

黒色の翅で、後翅の突起がな
い。翅の付け根に赤い斑点。
メスは後翅に白い模様。

モンキアゲハに比べて背面の
湾曲が弱く、頭部の２本の突
起は太くて丸みを帯び、平行。

背中の２本の帯は白っぽい、横
から見ると腹脚が白く目立つ。

ユズの若葉を食べるナガサキアゲハ３齢幼虫

日本産のチョウでクスノ
キを食べるのはアオスジ
アゲハだけ。クスノキ科
のタブノキ、シロダモも
食べる。北限は岩手、秋
田県付近で、寒冷地にな
るに従い、タブノキやシ
ロダモが生える沿岸部が
分布の中心となる。

翅の付け根近くまで黄色い線
が入ることが、よく似たキア
ゲハとの明瞭な違い。

黒色の翅で、後翅の外縁に赤
い点が並ぶ。オスの後翅前縁
には白い帯がある。

背中の２本の帯が不明瞭。あ
るいは褐色～緑色の帯。腹脚
に白い模様。

背中の２本の帯は褐色で明瞭。
帯の模様が背中で切れない。

ユズの若葉に産み付けられた卵

▲アゲハはサナギの頭に３本の角があるのが特徴。
ほかの3種は２本。背中を反った状態でサナギになる。

クスノキの葉を食べる幼虫

ミカン科の木の葉を食べる幼虫たち

自然しらべ
対象種

自然しらべ
対象種

自然しらべ
対象種

DEF

G

H

I

J

K

L

M

N

O

P

Q

背
中

から見たとこ
ろ

背
中

から見たとこ
ろ

モンキアゲハ ナガサキアゲハアゲハ クロアゲハ




